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【目的】千臨技細胞検査研究班では、体腔液におけ 

る適正な細胞判定と PAS 反応における陽性物質の検 

出を目的として精度管理事業を行った。各施設から 

得られた回答の集計結果と細胞判定および PAS 反応 

の評価について報告する。 

【方法】参加施設に腹水を塗沫したパパニコロウ染 

色標本と凍結密封した同腹水の塗沫未染色標本の計 

２枚を配布した。パパニコロウ染色標本にて細胞判 

定を行い、未染色標本に対して PAS 反応を実施して 

もらった。細胞判定結果と PAS 反応に関する調査の 

回答を標本とともに回収し、回答の集計および細胞 

判定と PAS 反応の評価を行った。 

【結果】参加施設数は４７施設で、内 1 施設は通常 

業務で PAS 反応を行っていないという理由から、細 

胞判定のみの参加であった。集計および評価結果に 

ついては、実際の細胞像や評価基準とともに当日報 

告する。 
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